
学校番号 101 

平成 31 年度 美術科 

 

教科 美術 科目 美術Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 美術１ （光村図書） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・生涯にわたって「描く」「創る」あるいは「鑑賞する」ことを楽しんでいけるような、美術に対

する愛好心をはぐくみたいと考えています。  

･そのための感性や技術の伸長をはかります。感じ取ったことや考えたこと、目的･機能などを基に

テーマを決め、創造的な表現の構想を練ります。意図に応じて、また、材料や用具の特性を生かし

て表現することが大切です。 

・表現や鑑賞の活動を通して自己を見つめ、自然や美術作品、人間の生きる姿などの美しさに感動

したり、作品と作者やその背景にある歴史や国土などに興味･関心をもち、探求したりするなどし

て、美的感受性、創造性、人間理解、研究心などを育みましょう。   

 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い創造活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法や美術文化に

関心を持ち、主体的に

表現や鑑賞の創造活

動に取り組もうとす

る。 

感性や想像力を働か

せて感じ取ったこと

うや、考えたこと、目

的や機能、美しさなど

から主題を生成し、創

造的な表現の構想を

練っている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身につけ、意

図に応じて表現方法

を工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

作品 

作品 ワークシート 

発表 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1

学
期 

導
入 

授業や採点、また教室内での

注意事項など、ルールの説明 

 

鉛筆削りや、グレースケール

を用いた簡単な幾何形体の

立体化（デッサン）を体験し、

光と影の仕組みを理解する。 

 

クロッキー 

（毎時間はじめに 3 分） 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:使う道具を使いやすいよう

自らの手で加工することに

より創作への意欲を高めて

いる。 

c:立体のものを描き出すため

の光と影の関係を理解し、表

現している。 

  

a：回を増すごとに上達する様

子を自覚させ、制作への意欲

を高めている。。 

学習活動の

様子 

 

作品 

人
物
デ
ッ
サ
ン 

好きな有名人の顔のコピーを

持ってきて、鉛筆でそっくりに

描き写す。 

○  ○  a:1ミリのずれで顔の印象が変

わる面白さを発見し、厳密

に、かつ意欲的に似せようと

努力している。 

c:鉛筆、練り消しゴムの扱いに

慣れるとともに、光と影を鉛

筆の濃淡で表現する技能を

身につける。 

制作の様子 

作品 

人
物
色
彩
構
成 

無彩色と有彩色、色の三属

性、色相環についてなど、色

の基礎についてプリントに記

入しながら理解する。 

 

上記人物デッサンと同じ顔を

もう１つ描かせ、５ミリ四方のマ

スに区切り、立体的に見るよう

絵具で塗る。 

 

学校内の廊下に全員展示。 

○  ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:色について漠然とした感覚

でなく、知識としても理解し

ようとしている。 

c:特に明度について、よく理解

し、意図したとおりに色を作

り、使用できている。 

 

 

 

ｄ:客観的に見る機会とし、更

なる向上への意欲としている。 

 

制作の様子 

 

プリント 

 

作品 

 

展示作業の

様子・発言 

夏
休
み 

高
校
展
鑑
賞
（宿
題
） 

 
 

 
 

 

（宿
題
） 

大阪府高校美術・工芸展覧

会に鑑賞に行き、感想を書

く。 

都合がつかない場合は他の

展覧会でも可 

   ○ d:作者の意図や工夫、よさや美

しさなどを感じ取っている。ま

た、今後の自身の制作への意欲

を高めている。 

プリント提出 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
学
期 

「建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」 

・世界の著名な建築の紹介 

・自らが決めた漢字からイメー

ジした建築のデザインを考え

る。 

ケント紙を用いてコンペ用模

型の製作。 

コンペティション 

①１人３つ気になる作品を選

び、その理由を書かく。 

②クラス全体の票の中から上

位５作品のコンペを行い、

最終１位を決定 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:形態が面白いもの、機能的な

もの、各国の伝統的な形、な

ど多様な目的の建物を知り、

普段目にしている当たり前

に存在するものも、誰かが何

かに重点を置いてデザイン、

創造していることに気づく。 

b: 世界の中での「日本」の意識

や、 個性と利用しやすさのバ

ランスなど何に重点をおくかを

自ら決定し、デザインしてい

る。可動するところがあったり

素材感を出したりと、鑑賞者の

想像が膨らむ仕掛けをしてい

る。 

c:自らのデザインしたものを

自立可能な形で顕実化させ

ている。細部まで丁寧に仕上

げている。 

d:制作者の意図を感じ取りな

がら、自らの感性ですばらし

いと感じた作品を選んでい

る。 

 

 

制作の様子 

 

プリント 

 

作品 

 

展示作業の

様子・発言 

 

感想用紙 

「ぱ
ら
ぱ
ら
漫
画
」 

最低８枚の図案を白紙に描

き、PC に取り込み動画として

鑑賞・感想 

○ ○ ○ ○ a:枚数 

b:ストーリーが明確で鑑賞者

を意識した内容、表現をして

いる。 

c:アニメーションの仕組みを

理解し制作している。 

d:表現方法やテーマの生成に

ついて、自他の違いを認識しな

がら楽しんで鑑賞している。 

制作の様子 

 

アイデアスケ

ッチ 

 

作品 

 

感想用紙 



  

「た
ま
ご
か
ら
う
ま
れ
る
も
の
」絵
画
・ポ
ス
タ
ー 

たまごの形を８つ描く。１つは

デッサン、７つはドリッピング

や、デカルコマニーなど、さま

ざまな技法で色を付ける。 

 

さまざまな技法で描いたたま

ごの中から１つ好きなたまごを

選ぶ。 

そのたまごから自由な事柄

（生と死、色、音楽、感情な

ど）をうまれさせ、絵画として

表現する。 

 

クラス単位で合評。学校の廊

下に全員展示。 

 

国内外の既存のポスター紹

介。ポスターの意図を理解す

る。 

８つの技法のたまごを用いて

「たまごからうまれるもの展」の

ポスターを制作。 

○ ○ ○ ○ a:簡単に視覚的効果の高い表

現ができることを体感する

ことでアイデアの幅を広げ、

苦手意識を克服している。ま

たは、いつも以上に楽しんで

制作している。 

b:人が思いつかないことを考

えだしている。または、表現

方法に創意工夫している。 

c:さまざまな技法をテーマに

あわせて適切に選び使用し

ている。 

d:制作者の意図を理解したり、

自分なりの感性で他者の作品

を鑑賞し、自分なりに美しいと

感じたり、面白いと感じること

ができている。 

 

 

 

制作の様子 

 

アイデアスケ

ッチ 

 

作品 

 

合評中の様

子・発言 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


